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京都｛調大學内天文同好曲 行



天文同好會

會　　　告
1

昭和五年二月の二二は下の如く開きます．二三も暑い折柄ですか

ら天艦観望を主としナこものです．例により遠近より三脚諸氏の來

會を徴塾します．（曇天ならば取止め）

時日：　九月二十七日（土曜）午後七時雫

場所＝　京都帝國大學花山天文豪

電車は東山通仁王門にて乗り換へ，東行し，蹴上げで下車，そ
れから東海道筋を五丁東進し，花山道路に入る．

當日，下の講演があります．其の後，天罷の観望を致します．

講演：　助教授理學土百濟教猷氏，『銀河の話』

天　文　同好會　出版

改正第　六三
一

鼎易星置
一　一

大きさ40センチ×50センチの一枚紙に肉眼恒星約1000個

を講き，光度の囁語，星座の境界面を正しくし，最も實用的に，

又最も教育的に作られナこるもの．去る大正十五年の第五版に更に

改正を加へて，昭和聖代の新しい第：六三として薮に世にμ1でた

るものである．

一枚金拾鐘　（三三には邊料不要）

　



天　文　同好會
大正九年（1920年創立）
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北米支部

山　　本　　剛　　清（京引出東一條）　　〔電話上5098〕

上田　穣（外國旅行中）

竹田新一郎
車　村　　要（京都帝國大払一読天文塁）〔電話上6165〕

池田政晴（京都市左京圖吉田近衛町工3）
京都帝國大呼理解部天丈學敏室　〔電話上980／222〕

岡山縣倉野市〔電話35〕一一原名饗塁長〔電話75〕

支 部

京都市同志杜大士内〔電話上430〕
室町錦ヒル明倫小的校
京都市錦小路油小路東
京都市第三高等學校〔電話上301〕

束匪安土町二丁目船場小學校

和歌山縣有田郡金屡
兵庫県系尼崎尋常高等！」、學校

榊戸市西須磨下小紳
岡山市門田21
津山市山下96

高松市宮脇町馬場通722
廣島市研屋町51
山口市頁城小學校
下關市丸山町梅光女學院
輻岡縣前原町西町

縣立工業學校
大牟田市通町一丁目
第七高等學校造士館

濱松高等工業三校
横道基督敏青年會内

府黒駒澤町上馬143
長野川上田市原町三丁目

長野縣上高井郡須坂小學校
至公本市筑摩音区

長野盤上諏訪中學校
札幌市北六滑子十一丁目
奉天葵町12の2
大　蓮　市
京城芳由町4

塁北商業學校
＿it海秋思威路銀余里16
437　N・　Westmorland　Ave．，
Los　An．cr－eles，　CaL，　u，　S．　A：

由課

Y
藏
達
茂
郎
子
鳩
里
三
夫
一
郎
吉
夫
齊
吉
郎

　
町
代
榮
　
　
二
辮
香
千
慶
朝
徳
一
藤
孝
　
　
和
日

義
増
喜
海
開
　
　
　
本
春

井
池
畔

　
　
　
　
　
鬼
山
嚢
野
本
二
野
藤
津
海
　
賀
上

飯
子
下
石
内
小
村
改
水
森
田
熊
平
壌
内
山
古
村

一
廉
三
郎

忠
齊
一

　
澤
　
善

川
老
藤
島

荒
海
五
宮

治
人
衛
彦
郎

周
清
勝
勝
太

　
　
　
　
永

川
條
澤
田
岡

宮
上
三
米
西

督
了
部

　
　
次

山
元
民

　
　
口

大
見
水

天界　第百十三號　罐籍i塁葦即興圭‡転回響　定慣金五拾蒙税金萱鑓
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波蘭クラカウ．市天文毫々長ヨジ

最近下記ノ如キ爽見報告ガアジ

マシタv

L同天淫楽内ウ．tルク博士ハ

　　ツァイス望遠鏡アゼム

　ヲ以テウ9ドルク慧星1929dヲ｛陵見セリ

2．彗星1925×1（ウ」＃ルクーペルチエール

　彗皐）聯動時二同薄士ニヨリツγイス

　双眼鏡ビノクターブ以テ登見

　サレ爾上記ノアゼム望遠鏡ニョリ；其彗

　RJ．．ノ’【生1伏ヲ言登明．｝｝レタリ。

：：，．b年三月M．’一口同樽士ハアゼム望遠鏡

　プ以テ更二他ノーッノ彗星甥受見セリ

　アゼムハ短焦黙距鯨望遠鏡型

　ノ部類二尉シ極メテ明ルク彫

　塑的像ヲ映シマス○

Asemall　　亘　卜9付言已

御門求次第型鋒進呈
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